
呈蔓整阪神・淡路大震災で黒煙があがる市街地 (神戸市)毎日新聞社提供

に備えて

グラッときたら、まず身の安全

運
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●テーブルなどの下に身をふせる。

●寝ているときは、ふとんをかぶる。

● 歩行 中 は、プ ロ ック塀・自動販 売

機な どの倒 壊 、割れたガラス・看

板の落下 に注意 。

● ビルのオ フ ィスでは、窓 ガラス

から離れ、机 の下 へ。

●津波の危険。なるべ<早<高
いところへ避難。
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●ゆつ<リスピードを落とし、

左倶」に寄せて停車。

飾    )
、、ドアロックをしない/

地震:からわが身を守るために
人類の英知をも って しても、地震の発生を防 ぐことは

できません。 しか し、地震 によ って起きる火災、津波・

土砂 くずれや社会的混舌しに伴 う被害を最小限 にくい止め

る ことは可能 です。

そのためには、市民のみなさんと市や防災機関が一体

とな って、災害の防止 に努めていくことが重要 です。

こ家庭 では、 日ころか ら、集合場所や避難場所 。連絡

方法・ 役割分担な どについて話 し合 いま しょう。
避難場所 の確 認を



F更憂雷要 b廃虚となつた住宅街 (神戸市東灘区 )

移

避難は徒歩で、集団行動

● 出火 したら大声で助けを

求め、消火器や水バケツ

●避難は徒歩で、持ち物は

最小限に。車は厳禁。

揺れがおさまつたらすぐ人の始末
●使用 していたガスの器具

栓・元栓を閉め、電気のコ

ンセントを抜 <。

●倒壊 した建物に生き埋め

になつた人など、できる

限り人を集め救出を。

災害 時にはお互い声を掛け合 い、助 け合 うことが大切。特 にひと

り暮 らしのお年寄 りや身体の不 自由な人への応援救護 は、隣近所

の協 力が必要です。日ころか らこ近所 と親 しくしておき ま しょう。

●はだしで歩き回らない。

(ガラスの破片などでケガをする)

●津波・土砂<ずれが′b配
な地域は、すぐに避難。

●近所の人たちと集団で、

指定さねた避難場所へ。

●避難する前に、もう一度

火の元点検を。

:々 々

東海地震 と被害予測
「東海地震」とは、駿河湾付近からその沖合を震源

域とする、マグニチュー ド8級の大地震で、近い将

来発生すると予想されています。地震観測網により

常時監視されており、データに異常が発見されたと

き判定会が開かれ、大地震の前兆かどうかを判断し

ます。

◆津地域の被害予測 (二重県の被害想定調査による)

震度 5程度で、古い木造住宅が倒れ、火災が発生 し、

―部地域では液状化現象が起こり、沿岸部での津波

の襲来、水道の断水が予測されます。

警戒宣言が発令 されたら・…鰊醐震のの
「東 海地震 が数 時 間ない し数 日以 内に発生の可能

性がある」と判定された場合、テ レビ・ラジオ・サイ

レン・広報車な どで警戒宣言発令が知 らされます。

●テレビ 。ラジオなどで正しい情報をつかむ。

●テープなどをはつてガラスの飛散防止をする。

●飲み水の用意や風呂に水を張るなど消火用の水を

準備する。

●幼児や病人は、すぐに避難できる場所に移す。
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大規模地震対策特別措置法による

地震防災対策強化地域
震 度 6



県内の消防救
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非常用品の準備

ｒ
一

地震発生か ら数 日間は、十分な救援物資

が被災者 に届きません。こ家庭 では最低 限、

次の非常用品を準備 し、取 り出 しやす い所

に保管 しま しょう。

′

□着替え(下着)[∃タオル ロティッシュ

□ 救急 医薬品 □ 予備 の電池 □ □一ソク

ロ マツチ・ライター □ 軍手 ロ スリッパ (軽履物)

ロ ビニール袋 ロ レジャーシート ロ 洗面用具

□ 缶切 り 。十徳ナイフ ロ 水筒 ロ マスク

□ 生理用品 □ 緊急連絡先リスト ロ 現金 K/」 銭ヽ)

幼児や病人のいる家庭では

□ 粉ミルク・ほ平Lビン ロ 紙おむつ □ 常備 薬

□ 毛布 ロ ビニールシート ロ ポリ容器

□ カセットコンロ ロ 食器類(キヤンプ用)□ 雨具

ロ トイレットベーパー ロ ウェットティウシュ

□ □―プ ロ ヘルメット ロ のこぎり。バール

舞非常持ち出し袋(リユック)に入れる物
■非常食 (2～3日分) ■非常用品

ミネラル
ウォーター

乾バンなど 缶言吉
(赤飯など )

S
□ 年 月 年  月 口  年 月

□ 年 月 年  月
‐ 1 年 月

□ 年 月 年  月 年  月

|1枕元に置いておく物
□ 懐中電灯  I携 帯ラジオ

畿物置や非常用ボツクスに

備えておきたい物
家屋の倒壊などで、非常持ち出 し袋が取 り

出せなか つたときの ことも考え、できれば

屋外の物置などに備えておきま しょう。

家具の転倒防止 出火防止
たんすや食器棚な ど、倒れやすい家具は、確実

に固定 しま しょう。

市販の家具転lFl防止具で

固定する。

●電気・ガス器具の使用後は、必ず電気のコンセ

ントを抜き、ガスの元栓を閉める習慣を。

●石油ストーブは対震自動消火装置付のものを。

●家庭に 1本は消火器の備えを。

針金か L字型金具で止め

る。 2段重ねの家具は上

下を平型金具で止める。

冷蔵庫 はナイロンロープ

で止める。

地震直後や電気復 旧後 にも火災が多発する恐れがあ ります。

みんなで自主防災
災害時には、防災関係機関が全力をあげて防災活動を行

います。しかし、通信手段の混舌し、火災の同時多発、水道

管の破損、道路・ 橋の損壊な どの悪条件が重な り、防災活

動が不十分 になることが考え られ ます。

このようなとき に備え、被害をできるだけ軽 くし、 自分

たちの生命 。財産を守るため に、地域のみなさんが協力 し

て防災活動を行う自主防災組織づ くりを進めま しょう。
※プロバンガスボンベの固定も忘れずに。
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駐車場 に避難 した被災者 (ネ申戸市東灘 EX)

七

いざというときのために、避難場所を家族 でよ く

確認 しておきま しょう。

■ 避  難 所 ■
地 区 避 難 場 所 所 在 地 電 話 地 区 避 難 場 所 所 在 地 電 話 地 区 避 難 場 所 所 在 地 話

高野尾

〃

〃

大  里

〃

一身 田

〃

〃

ノノ

白  塚

〃

栗 真

〃

〃

拝言  Jじ

〃

〃

東安

豊 が 丘 小 学 校

高 野 尾 支 所

高 野 尾 小 学 校

大 里 支 所

大 里 小 学 校

一 身 田 小 学 校

一 身 田 中 学 校

三 重 短 期 大 学

一 身 田 支 所

白 塚 小 学 校

白 塚 支 所

栗 真 小 学 校

栗 真 支 所

国 児 学 園

北 立 誠 小 学 校

橋 北 公 民 館

橋 北 中 学 校

観 音 寺 保 育 園

高野尾町

〃

〃

大里睦合町

大里窪田町

―身田大古曽

一身田中野

〃

一身田 EB」

白塚町

〃

栗真中山町

栗真 EB」屋町

〃

江戸橋―丁目

栄町四丁目

桜橋二丁目

観音寺町

30-4275

30-0073

30-0004

30-1195

32-2128

32-2054

32-2157

32-2344

32-2049

32-3109

32-3004

32-3044

32-3009

32-2598

32-3502

27-4738

28-3444

27-5910

東

形

安

櫛

田
　
　
一Ｐ
　
　
内

〃
　
　
　
〃

片
　
　
神
　
　
橋

〃

〃

〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

〃

西 が 丘 小 学 校

安 東 小 学 校

安 東 支 所

櫛 形 市 民 館

櫛 形 支 所

櫛 形 小 学 校

片 田 ノ」ヽ 学 校

片 田 支 所

神 FD支 所

神 戸 小 学 校

新 町 小 学 校

西 橋 内 中 学 校

養 正 小 学 校

中 央「lD民 館

さ く ら 児 童 館

東 橋 内 中 学 校

敬 和 小 学 校

高洲町教育集会所

長岡町

納所町

〃

大字分部

〃

・ 〃

片田丼戸 IB」

〃

大字神戸

ノノ

八町三丁目

東古河町

丸之内養正町

愛宕町

中河原

ノノ

ノノ

高洲町

25-3407

28-4787

28-4786

37-0984

37-0852

37-0854

37-0044

37-0002

28-2964

28-2965

28-5425

27-5245

26-3332

25-3168

25-3460

28-2624

28-6438

25-0488

〃

〃

〃

〃

〃

〃

高茶屋

〃

〃

ノノ

ノノ

内

南

橋

橋

水藤

出

敬 和 公 民 館

修 成 小 学 校

阿 漕 塚 記 念 館

育 生 小 学 校

橋 南 中 学 校

聾  学  校

藤 水 小 学 校

藤 水 支 所

南 が 丘 小 学 校

高 茶 屋 支 所

高 茶 屋 小 学 校

南 郊 中 学 校

雲 出 支 所

雲 出 小 学 校

雲 出 市 民 館

寿町

修成町

柳山津興

下弁財町津興

上弁財町津興

大字藤万

〃

〃

大字垂水

高茶屋小森町

〃

〃

雲出本郷町

雲出島員町

25-2325

28-7434

23-4225

28-6448

27-5784

26-4774

28-3674

28-3673

29-2764

34-2774

34-2645

34-3254

34-3243

34-3216

34-7179

■ 一時立ち退き場所 ■
地 区 立ち退き場所 所 在 地 電 話 地 区 立ち退き場所 所 在 地 電 話 地 区 立ち退き場所 所 在 地 電 話

一身田

〃

白 塚

栗 真

拝雪  Jじ

〃

〃

〃

〃

〃

安 東

高 田 短 期 大 学

高 田 高 等 学 校

近鉄白塚駅グラウンド

三 重 大 学

南 立 誠 小 学 校

県 FT前 公 園

津 僣 楽 公 園

県総合教育センター

津商業高等学校

津 東 高 等 学 校

西 郊 中 学 校

一身田豊野

一身田町

白塚町

上浜 EB」

桜橋二丁目

栄町一丁目

広明町

大谷町

渋見 EB」

―身田上津部田

―色町

32-2310

32-2004

32-3094

32-1214

27-5248

26-4344

26-3512

27-0274

27-0466

28-0305

櫛 形

〃

神 戸

橋  内

〃

ノノ

ノノ

〃

〃

〃

〃

長 谷 山 市 民 館

四 軒 町 集 会 所

神 戸 公 園

看 護 短 期 大 学

古 河 公 園

玉 置 町 公 園

あ 城 西 公 園

観 音 公 園

相 生 町 公 園

高 沙国 会 館

乙 部 公 園

大字分部

〃

大字神戸

鳥居 El」

東古河町

丸之内養正BI」

西丸之内

大門

相生 ED」

高沙N町

寿 El」

37-4576

28-3171

24-4968

〃

〃

〃

〃

〃

〃

高茶屋

雲 出

南橋 津実業高等学校

結 城 神 社

津 八 幡 宮

古 道 公 園

ぼだいじ保育園

津 球 場 公 園

津工業高等学校

高 茶 屋 病 院

雲出小学校跡地

柳山津興

大宇藤万

〃

南中央

〃

本町

大字半田

城山一丁目

雲出本郷町

26-6247

28-4806

28-3242

28-7473

25-3471

26-1285

35-2425

わが家の避難所 家 族 の 連 絡 先
名 目u 血液型 会 社 ・ 学 校 な ど 電   話

１

２

３

油性 ベ ンな ど で記 入 して くだ さ い

〒 514-91三 重県津市西丸之内23番 l号

80592-29-31口 4
□ 0592-23-6247 発行 :平成フ年8月

みんなで協力 地域の防災


